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 上岡の如 く,20。C,25℃ の硫化温度では結合二硫化炭素生威量は港搾倍率の相當に依る攣

死はなく,何 れ もγ慣50附 近(工 業的條件で調製され るビスコースの γ債は此の附近である)
                 、

で髄 蹟 り・爾後一定であるの幽 し・副生成雛 は歴搾榊 の相違に依る攣化は顯著で3

倍腿搾の方が2倍 腿搾の ものより遙かに大である.

 30。Cで ぽ2倍 歴搾では結合二硫化炭素量は殆ど25。Cの 揚合と相違な く,副 生成物量は250C

の揚合 より反癒初期 に於て可な り大である・

 3倍 歴搾の ものは主,副 爾反癒生成物量共に著 く檜大 し,最 高結合二硫化炭素 量もγ債50

よ り遙かに大なる結果 を得た。

 此の實験結果 よりアル カリ織維素の屡搾 を強化することに依 り,過 剰のアルカリを除 き硫化

反感中に主反雁に攣化 を及ぼすことなく,副 反鷹 を抑制 しビスコース純化の目的を達 し得 るこ

とを確認 したのであ ります・
         t

 以上は當研究室に於けるビスコース人絹の製造工程,、品質改善 を目的とする低 ア;レカリビス

コース法の研究の一部 として實際工業的條件に近い條件 を選び,ア ルカリ織維素の暦搾倍率の

翻遠に依 るキサン トゲン化速度の攣化を槍討 したのであ ります.

 今後術各種 の條件 を槍討 し複雑な該反慮の解明を期 してゐる次第であ ります。                  、

      光揮性 法 によう摩擦係歎 の測定 に就 て

              植 村  吉 朋

 光弾性の方法によ り物膿の攣形過程を観測すると内部の慮力分布の憂化が同時に測定せ られ

て研究方法 としては有利である・この方法は又攣形機構を研究する際常に問題になる加歴型 と

                    (53)
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加工材との間の摩擦係敬の測定をもな し得ることを知 り得たのでこれ に就て報告 する.

 さて光弾性法にて攣形の機構 を研究する際問題となるのは其の模型試験片の材料である.通

常は硝子,セ ル ロ イド,フ エ ノライ ト等が使用されてゐるが筆者はゼ ラヂ ンゼ リーがほぼ この

目的に滴合 してゐることを見出 した.即 ち加座面に於てゼ リーは密着攣形 し,然 か も爲眞プ リ

ンヂ法*-1に て整理 し得 られ る復屈折量を有 してゐる・この試験片 を用ひて實験 してゐたので

光弾性法にょり共の主窓力の方向を測定すれば模型材料と成形型との接鰯部の摩擦係歎が求め

られ ることを新 しく見出 し得た'

 この摩擦係数測定の可能性を知つたのは線引加工の研究に於てで ある.帥 ち第一圖の左は光

弾性測定の一般法*遡 に ょる等傾曲線の観測結果であ り,右 は其れ よ り得 られ る主懸力方向線

      第  1 圖       囲である・             J

     罐 ・.勅茄    この結果を良 く吟味 すると・臼と線引材との接鰯

    い酵 姻  曲鯉 図      部に於て主憲力の方向は臼 の 面 の 乖線 と或る角度

             .一.   θμだけ日の出 口に逆の方向に,即 ち線引方向に偏 し

             1    てゐる・ この偏する角度 θμは摩擦tc原 因 してゐる
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    擁   灘 繍1穣 て撫 篠襲糞灘
     昌 ↓  ' る.鵬 光酬 法にて測定した麟 鰍 の値は灘

的に得た値の範園内にあり,光1靴li法 にょ り内部慮力の分布と共に其の外部摩擦 も測定せられ
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            森田,;熔融金圃の流動性とその測定方法に就て.

ることを確め得たのである・ ・

 この結果は塑性攣形の研究,固 膿流動現象の研究に光弾性法 を用ふる有莉性 を加へるものと

考 へ ら れ る.
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     熔融金厨の流動性 亡その測定方法 に就て
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 こ 玉に述べる流動性 とは俗に湯流れ と言はれる性質で物理學上の粘性の蓮敏セはな く,多 数

の因子にょり支配 される系/》的性質で,熔 融金鍋が躊型内に均等に流れ込みその一部が凝固 し

て残部の流入 を妨1ナぬ間に極 めて薄い部分をも完全に充たす能 力である.流 動性は健全 な躊物

を作 る爲の第一要件で,最 も適切な量的尺度として一定小漸面積 の湯道を有する蠕型に熔融金

屡 を流 し込みそれが凝固する迄流れた距離が一般に用ひられる.本 法は我が國で齋藤大吉博士

等が断面矩形の渦巻歌砂型湯道を用ぴたのが嗜矢で,そ れに倣ぴ白,佛,米,猫,英 等に於て

採 用され部分的改造を行ぴ廣 く用ぴられるに至つた・測定湯道の断面は矩形,圓 形,李 圓形,

倒立梯形等が南 り,そ の形 も渦巻歌,水 雫又は垂直直線歌等があ り,湯 口と測定湯道 との間の

湯道 も流入金屡の流れが整流 となる様に工夫され,砂 型の代 りに金型 も用ぴられる.

 私は澤村宏教授の指導下に種々の豫備實験 の結果,王 述の長 さを尺度とし最 も簡輩な比較的

精確な流動性測定装置を新に考案設計 した.こ れは一邊7粍 の倒立正三角噺面の水4直 線歌湯

道を有する鋼製金型 にス トツパ ーを有する砂型湯溜,下 り湯 口及び湯道 を経て一定の静腿にて

熔融金腸を流 し込む もので,湯 道表面に微粉歌アランダムセメン トを均一に塗布 し,金 型温度

は70。Cに 保つ.金 型は製作費は砂型 より高債であるが,忌 定躊型條件 を保ち易 く,測 定時の

弊 力,費 用が遙に少い等の利黙を有 し,直 線歌湯道は渦巻状 よりも噺面を均一 に作 り易 く,三

角形蜥面は型鋼を簡輩に組立てS作 り得る・             1
                                   ノ

 かLる 測定法では装置及び操作の種類にょりその測定数値が異るが,一 定の測定装置にて得
  ロ                                                                              リ

られる諸金厩の値を比較 してそれ らの間に存する關係を求める事は差支へない.た 穿測定結果

の再現性良 き事が必要で,本 装置はアルミニウム及びマグネシウムによる検定緒果ZF均約4%

の誤差範園で,一 定實験條件 を保 ち難いこの種の工學的測定法 としてはこの程度の誤差で差支

へないと思ふ・

 金属の流動性は熔解條件によつて異 る.例 へばアル ミニウムの流動性は繰返 し熔解にょり僅

に減る事が確認 されたか ら本研究では測定毎に新地金を用ひた・又 アルミニウムの鏡込温度が
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